
 

令和６年(2024 年)７月２９日 

 

 

報道機関 各位 

 

 

展示「越谷から見た近代教育 150 年」の開催について 

 

 

日本の近代教育は明治５年(1872 年)の学制発布によって始まったとされています。

この翌年に越谷市域には 21 もの学校が設立されました。21 の学校は後に、越ヶ谷、

蒲生、出羽、新方、増林、大袋、荻島、大相模の各学校となっていきました。この８

校が開校 150 周年を迎えたことを記念して、越谷市教育委員会では、令和５年に越谷

市域の近代教育 150 年の歴史を振り返る展示を３部に分けて開催しました。 

この展示が大変好評だったことから、この度、市役所新庁舎において、同展示を再

編集したパネル展示を開催します。 

 

１ 開催期間  (１)前期 令和６年７月３０日(火)～令和６年８月８日(木) 

             ８：３０～２１：００ 

        (２)後期 令和６年８月１０日(土)～令和６年８月２９日(木) 

             ８：３０～２１：００ 

 

２ 会  場  越谷市役所エントランス棟１階多目的ホール 

 

３ 主  催  越谷市教育委員会 

 

４ 内  容  （１）前期（江戸末期の寺子屋～大正期の学校と子どもたち） 

近代教育の土台となった幕末の寺子屋や、明治の学制発布によ

って誕生した学校の様子、試行錯誤しながら進められた教育内

容などについて、市域に残る教科書などの史料を通して紹介し

ます。 

        （２）後期（昭和初期～現代の学校と子どもたち） 

越ヶ谷小学校の校務日誌や教科書、子どもたちの写真などから、

第二次大戦末期と終戦直後から現代までの教育の変化や学校の

様子を紹介します。 

 

５ 参  考  後期展示期間中の８月１３日(火)～１６日(金)に、同エントランス 

棟１階のホールにて｢ミニ平和展｣が開催され、後期展示に関係する 

越谷市の戦史関連資料等も展示されます。 

※詳細は総務課（℡048-963-9140）まで 

 

問合せ:越谷市教育委員会生涯学習課長 川澄 大治 ℡048-963-9315 



 
 
  

 
 

 
  

 

 

    
 

    

                

  
 

 

 
 

 
 

    
 
 

 

 

 



      
   

 
              

    


